
社名所属

セキュリティ診断は
当社にご相談ください！

サイバーセキュリティ対策は企業の果たすべき
社会的責任とも言われています

これからのセキュリティ対策は、何をすれば良いの？

対策レベルの格付けのイメージ
成熟度の定義 一つ星

★
二つ星
★★

三つ星
★★★

四つ星
★★★★

五つ星
★★★★★

レベル感の説明
現時点で明確な
基準はなし

サプライチェーン
形成企業としての
最低限満たすべき

基準

サプライチェーン
形成企業としての
標準的に満たすべ

き基準

経済安全保障上特に
重要インフラ事業者、
関連サプライヤー
が満たすべき基準

ガイドラインの
相当性を認定

現時点で明確な
基準はなし

中小企業の情報
セキュリティガイドライン

〇〇業界セキュリティ
ガイドライン etc

重要インフラ行動計画
etc

ガイドライン準拠
を確認する
方法を定義

自己宣言型 第三者認証型

政府調達・補助施策等
の要件化

取引先からの対応要請
による活用促進

利害関係者への情報
開示による対話の促進

ガイドライン準拠を確認する方法の「自己宣言型」・「第三者認証型」
は自社のサイバーセキュリティ対策レベルを自社で把握する事や他の認証機関へ
正確に伝えることが必要となります。
制度が実施されることを想定して自社のネットワーク環境をしっかり把握しましょう。

セキュリティ対策
レベルとは？

セキュリティ
ガイドライン

セキュリティ対策
ご提案

格付けすることによる効果

〒080-0025
帯広市西15条南28丁目1番地8
TEL：0155-47-2111
FAX：0155-47-4003

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
格付けのイメージとなります。レベル感の説明は、セキュリティ被害は、取引先や、最終的には社会へ影響を及ぼすことを想定して基準付けしております。また、多く存在するガイドライン等も、一般的な基準や業界特有の基準等を定めるようにしております。注目ポイントとしては、これらの対応を判断する場合には「自己宣言」や「第三者の認証」が必要とされることです。このことは、自社でしっかりと対応状況を把握しないと「確認する定義」を判断できないことにつながります。まだまだ検討段階ではありますが、サイバセキュリティ対策は「社会的責任」でもありますので改めて自社の取組を整理する事も必要です。
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